





















































派 遣 期 間
募 集 人 員
申込締切日
旅 行 費 用
：中国・内蒙古自治区恩格貝クブチ沙漠
：2006年7月31日（月）～8月7日（月）
：植林ボランティア50名（※最少催行人員25名）
：2006年6月16日（金）（※先着順の受付とし、定員となり次第締切とします。）
： 参加種別
本学学生
大　　人
子　　供（小学生以下）
旅行代金
￥130,800
￥171,000
￥156,000
日本沙漠緑化実践協会協力費
不要
（別紙募集要項参照）
不要
植林地で記念撮影植林作業「穴掘り」
植林ファッション？
風去来
3
☆☆☆☆☆☆遠山正瑛先生　生誕100年記念誌☆☆☆☆☆☆
本書は、遠山正瑛先生生誕100年を記念して、日本沙漠緑化実践協会
からこのほど発刊された記念誌である。
本文構成は、1991年日本沙漠緑化実践協会が設立されると同時にス
タ トーした季刊誌「さばく」創刊号から、2002年の36号に至るまでの遠山
先生が執筆された諸論文が中心となっている。
遠山正瑛先生は、1906年（明治39年）山梨県に生まれ、2004年2月（平
成16年2月）97歳で永眠されるまでその生涯の大半を沙漠開発・沙漠緑
化活動に身を投ぜられた。その中心となる思想は、「沙漠緑化は世界平
和への道」であり「協会は沙漠緑化研究を目標とする会ではなく、沙漠
の緑化を実行し、沙
漠を緑の大地に変え
ることを目標とする会である・・・即ち本協会は実践
する会である。」と明確に述べている。
また同時に、今日の学問分野における沙漠研究は、
基礎研究に主力がおかれ応用開発利用研究者が少
ないこと、研究者は研究論文によってのみ評価され
る傾向の時代になっていることへの問題点を指摘し
ている。
余談だが、遠山正瑛先生は、晩年、よく自己の信
念に生きる愚直一徹の老人『愚公』に例えられ江沢民
主席からもそう呼ばれたことがあるとのことである。
ともあれ、本書には、亡き遠山先生の沙漠緑化に
たいする熱き想い、実践への気概、迫力等が余すと
ころなく網羅され、遠山浪漫が満ち溢れている。
（日本沙漠緑化実践協会　理事　田岡釟郎）
日本沙漠緑化実践協会名誉会長で2004年に97歳で逝去された遠山正瑛先生の生誕100年を
記念した冊子「風去来」が刊行されました。同協会理事の田岡釟郎氏の紹介文とあわせて掲載
します。ご関心のあるかたは同協会事務局までお問い合わせください。（TEL：03-5812-0389)
沙漠を見つめる遠山先生の像
